
富士見で宿泊企画

富
士
見
町
富
士
見
の
「
す
ず

の
音
カ
フ
ェ
」
は
、
諏
訪
湖
の

御
神
渡
り
（
御
渡
り
）
に
関
す

る
学
び
と
、
自
然
体
験
な
ど
を

セ
ッ
ト
に
し
た
1
泊
2
日
の
宿

田
）
の
宮
坂
清
宮
司
が
、
同
カ

フ
ェ
で
御
神
渡
り
や
諏
訪
信
仰

な
ど
に
つ
い
て
講
話
す
る
。

宮
坂
宮
司
が
春
ご
ろ
カ
フ
ェ

に
来
店
し
、
「
初
め
て
お
会
い

し
ま
し
た
」
と
い
う
店
主
の
牛

山
由
実
子
さ
ん
。
1
日
の
安
全

を
祈
る
八
剋
神
社
の
鞭
紗
静
に

時
折
参
列
す
る
よ
う
に
な
り
、

富
士
見
で
御
神
渡
り
の
話
を
し

た
キ
ャ
ン
プ
場
「
ウ
ィ
ン
デ
ラ

キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ズ
」
が

宿
泊
場
所
と
な
る
。

入
笠
散
策
の
〝
玄
関
口
″
と

な
る
富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー

泊
企
画
「
神
様

が
歩
く
、
諏
訪

の
彿
」
を
8
月

1
9
、
2
0
両
日
に

町
内
で
行
う
。

2
日
目
に
御
神

渡
り
の
判
定
と

神
事
を
つ
か
さ

ど
る
八
斜
神
社

（
諏
訪
市
小
和

御
神
渡
り
や
諏
訪
信
仰

宮
坂
宮
司
（
鮎
）
が
講
一一

け

8
月
1
9
、
晋
「
神
様
が
歩
く
、
諏
訪
の
湖

ト
の
ゴ
ン
ド

ラ
を
含
め
、

全
て
の
施
設

利
用
料
や
食

事
代
込
み
で

参
加
費
は
1

人
2
万
2
0

0
0
円
。
宮

坂
宮
司
の
講

曙
㌫
銅
抽
最
開
墾

－
1

8
月
1
9
、
2
0
の
両
日
に
富
士
見
町
内
で
行
う
宿
泊

企
画
「
神
様
が
歩
く
、
諏
訪
の
野
を
P
R
す
る

牛
山
由
実
子
さ
ん
＝
同
町
の
す
ず
の
音
カ
フ
ェ

町
内
を
拠
点
と
す
る
合
同
会

社
つ
く
え
ラ
ボ
、
音
楽
教
室
に

じ
い
ろ
む
じ
か
な
ど
と
連
携

し
、
地
元
産
品
を
使
っ
た
カ
フ

ェ
で
の
食
事
や
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
、
入
笠
散
策
、
天
然
温
泉

な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
。
公
共

交
通
利
用
者
は
J
R
富
士
見
駅

前
の
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
カ
ラ

イ
」
、
家
族
連
れ
な
ど
は
ト
レ
ー

ラ
ー
タ
イ
l
T
ハ
ウ
ス
を
使
っ

話
は
2
0
日
午

前
1
0
時
半
～
正
午
を
予
定
。
宿

泊
企
画
と
は
別
に
、
午
後
1
時

半
か
ら
は
地
元
の
子
ど
も
や
大

人
向
け
に
講
話
す
る
。
定
員
は

と
も
に
2
0
人
。
牛
山
さ
ん
は
「
御

神
渡
り
は
、
私
自
身
も
漠
然
と

し
た
こ
と
し
か
知
ら
な
い
。
県

外
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
深
く
伝

え
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
に
な

る
」
と
話
し
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
同
店
（
電
話
0
2
6
6

・
7
5
・
1
5
8
7
）
へ
。

（
鮎
沢
健
吾
）


